
添
付
書
類

１
大
学
等
に
在
学
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

２
県
内
の
高
等
学
校
等
を
卒
業
し
､
又
は
修
了
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
(※
１
)

３
申
請
者
(申
請
者
が
未
成
年
で
あ
る
場
合
は
､
親
権
を
行
う
者
又
は
未
成
年
後
見
人
を
含

む
｡)
の
戸
籍
抄
本
(※
１
)
及
び
住
民
票

４
学
業
成
績
を
証
明
す
る
書
類

５
生
計
を
維
持
す
る
者
の
収
入
の
年
額
を
証
明
す
る
書
類

６
連
帯
保
証
人
の
印
の
印
鑑
登
録
証
明
書
(※
２
)

※
１
は
継
続
貸
与
申
請
時
に
は
添
付
不
要

※
２
は
継
続
貸
与
申
請
時
に
は
新
規
貸
与
申
請
時
若
し
く
は
連
帯
保
証
人
変
更
時
か
ら
印
鑑
登

号

外

二�
平

成
三
十
一
年

四

月

一

日

目

次

規

則

○
清
流
の
国
ぎ
ふ
大
学
生
等
奨
学
金
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

(

地
域
振
興
課)

一
ペ
ー
ジ

○
岐
阜
県
災
害
対
策
本
部
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

(

防

災

課)

二

○
岐
阜
県
文
化
財
保
護
条
例
施
行
規
則

(

文
化
伝
承
課)

三

○
岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則

(

同

)

四
〇

○
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(
同

)

四
五

○
岐
阜
県
特
定
診
療
科
医
師
研
修
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

(

医
療
福
祉
連
携
推
進
課)

四
五

○
岐
阜
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

出
納
管
理
課)

六
三

○
岐
阜
県
会
計
職
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

同

)

六
五

告

示

○
岐
阜
県
重
要
文
化
財
等
の
指
定
基
準
、
岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
財
の

保
持
者
等
の
認
定
基
準
及
び
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形

文
化
財
等
の
基
準

(

文
化
伝
承
課)

六
六

規

則

清
流
の
国
ぎ
ふ
大
学
生
等
奨
学
金
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
三
十
八
号

清
流
の
国
ぎ
ふ
大
学
生
等
奨
学
金
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

清
流
の
国
ぎ
ふ
大
学
生
等
奨
学
金
条
例
施
行
規
則(

平
成
二
十
八
年
岐
阜
県
規
則
第
二
十
六
号)

の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

申
請
者
の
属
す
る
世
帯
の
全
員
の
住
民
票
の
写
し
及
び
申
請
者
が
未
成
年
で
あ
っ
て
住
民
票
で

は
親
権
を
行
う
者
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
親
権
を
行
う
者
又
は
未

成
年
後
見
人
の
確
認
が
で
き
る
書
類

別
記
第
一
号
様
式
裏
面
中

｢

を
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翌
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外
国
人
活
躍
・

共
生
社
会
推
進

添
付
書
類

１
大
学
等
に
在
学
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

２
県
内
の
高
等
学
校
等
を
卒
業
し
､
又
は
修
了
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
(※
１
)

３
申
請
者
の
属
す
る
世
帯
の
全
員
の
住
民
票
の
写
し
及
び
申
請
者
が
未
成
年
で
あ
っ
て
住
民

票
で
は
親
権
を
行
う
者
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
は
､
親
権
を
行
う
者

又
は
未
成
年
後
見
人
の
確
認
が
で
き
る
書
類
(※
１
)

４
学
業
成
績
を
証
明
す
る
書
類

５
生
計
を
維
持
す
る
者
の
収
入
の
年
額
を
証
明
す
る
書
類

６
連
帯
保
証
人
の
印
の
印
鑑
登
録
証
明
書
(※
２
)

※
１
は
､
継
続
貸
与
申
請
の
場
合
は
､
添
付
不
要
｡
た
だ
し
､
住
民
票
の
写
し
は
､
継
続
貸
与

申
請
の
場
合
も
添
付
す
る
こ
と
｡

※
２
は
､
継
続
貸
与
申
請
の
場
合
に
お
い
て
､
新
規
貸
与
申
請
時
又
は
連
帯
保
証
人
変
更
時
か

ら
印
鑑
登
録
の
変
更
が
な
い
と
き
は
､
添
付
不
要

録
の
変
更
が
な
い
場
合
は
添
付
不
要

清
流
の
国
推
進
部

外
国
人
活
躍
・
共
生

在
住
外
国
人
等
に
係
る
災
害
対
策
の
連
絡
調
整

に
関
す
る
こ
と
。

び
木
工
芸
術
ス
ク
ー
ル

に
関
す
る
こ
と
。

家
畜
防
疫
対
策

班 班

農
政
部

家
畜
防
疫
対
策
課
長

社
会
推
進
課
長

１

国
際
た
く
み
ア
カ
デ
ミ
ー
及
び
木
工
芸
術
ス
ク
ー
ル

の
災
害
対
策
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

２

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
エ
リ
ア
関
連
施
設(

労
働
雇
用
課
所

管
分)

の
災
害
対
策
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

１

家
畜
の
防
疫
及
び
診
断
に
関
す
る
こ
と
。

２

家
畜
保
健
衛
生
所
の
災
害
対
策
に
関
す
る
こ

と
。

国
際
た
く
み
ア
カ
デ
ミ
ー
及

の
災
害
対
策
及
び
連
絡
調
整

｣

｢

に

｣

改
め
、
同
様
式
裏
面
備
考
第
一
号
中｢自

署
す
る
｣

を｢､
自
署
す
る
｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
災
害
対
策
本
部
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
三
十
九
号

岐
阜
県
災
害
対
策
本
部
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
災
害
対
策
本
部
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則(

昭
和
三
十
七
年
岐
阜
県
規
則
第
八
十
九
号)

の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
項
第
一
号
中｢

危
機
管
理
政
策
課｣

を｢

防
災
課｣

に
改
め
る
。

別
表
第
二
清
流
の
国
推
進
部
の
部
地
域
振
興
班
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
危
機
管
理
部
の
部
危
機
管
理
政
策
班
の
項
第
四
号
を
削
り
、
同
部
原
子
力
防
災
班
の
項
第

六
号
中｢

危
機
管
理
政
策
課
岐
阜
地
域
防
災
係｣

を｢

防
災
課
岐
阜
地
域
防
災
係｣

に
改
め
、
同
部
防

災
班
の
項
第
六
号
中｢

及
び
危
機
管
理
政
策
課
岐
阜
地
域
防
災
係｣

を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

14

岐
阜
県
防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
管
理
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
健
康
福
祉
部
の
部
女
性
の
活
躍
推
進
班
の
項
中｢

女
性
の
活
躍
推
進
班｣

を｢

男
女
共
同

参
画
・
女
性
の
活
躍
推
進
班｣

に
、｢

女
性
の
活
躍
推
進
課
長｣

を｢

男
女
共
同
参
画
・
女
性
の
活
躍

｢

推
進
課
長｣

に
改
め
、
同
表
商
工
労
働
部
の
部
労
働
雇
用
班
の
項
中

｢を

に
改

｣
｣

め
、
同
部
産
業
技
術
班
の
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、

同
部
国
際
交
流
班
の
項
中｢

在
住
外
国
人
等
に
係
る｣

を
削
り
、｢

連
絡
調
整｣

を｢

応
援｣

に
改
め
、

同
表
農
政
部
の
部
畜
産
班
の
項
中｢

畜
産
班｣

を｢

畜
産
振
興
班｣

に
、｢

畜
産
課
長｣

を｢

畜
産
振

興
課
長｣

に
改
め
、
同
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
削
り
、
同
項
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
三
災
害
情
報
集
約
チ
ー
ム
の
項
中｢

広
報
課
長｣

及
び｢

行
政
管
理
班｣

を
削
り
、
同
表
被

災
者
支
援
チ
ー
ム
の
項
中｢

防
災
課
防
災
対
策
監｣

を｢

危
機
管
理
政
策
課
管
理
調
整
監｣

に
改
め
る
。

別
表
第
四
岐
阜
支
部
の
項
中｢

危
機
管
理
政
策
課
内｣

を｢

防
災
課
内｣

に
改
め
る
。

別
表
第
五
建
築
班
の
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中｢

総
合
庁
舎｣

を｢

建
築
物
・

宅
地｣

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

２

住
宅
の
災
害
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
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別
表
第
五
建
築
班
の
項
第
四
号
中｢

そ
の
他｣

の
下
に｢

建
築
関
係
の｣

を
加
え
、
同
号
を
同
項
第

三
号
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
商
工
労
働
部
の
部
労
働
雇
用
班
の

項
及
び
産
業
技
術
班
の
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
文
化
財
保
護
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
四
十
号

岐
阜
県
文
化
財
保
護
条
例
施
行
規
則

(

総
則)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
岐
阜
県
文
化
財
保
護
条
例(

昭
和
二
十
九
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
七
号
。
以

下｢

条
例｣

と
い
う
。)

の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(

指
定
の
申
請)

第
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
様
式

に
よ
る
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
岐
阜
県
重
要
文
化
財(

以
下｢

県
重
要
文
化
財｣

と
い
う
。)

の
指
定

別
記
第
一
号
様
式

二

条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
財(

以
下｢

県
重
要
無
形
文
化
財｣

と
い
う
。)

の
指
定

別
記
第
二
号
様
式

三

条
例
第
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
岐
阜
県
重
要
有
形
民
俗
文
化
財(

以
下｢

県
重
要
有

形
民
俗
文
化
財｣

と
い
う
。)

の
指
定

別
記
第
三
号
様
式

四

条
例
第
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財(

以
下｢

県
重
要
無

形
民
俗
文
化
財｣

と
い
う
。)

の
指
定

別
記
第
四
号
様
式

五

条
例
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
岐
阜
県
史
跡
、
岐
阜
県
名
勝
又
は
岐
阜
県
天
然
記
念
物

(

以
下｢

県
記
念
物｣

と
総
称
す
る
。)

の
指
定

別
記
第
五
号
様
式

(

指
定
の
同
意)

第
三
条

条
例
第
三
条
第
二
項
、
第
七
条
の
六
第
二
項
及
び
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
県
重
要
文

化
財
、
県
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
県
記
念
物
の
指
定
の
同
意
は
、
別
記
第
六
号
様
式
に
よ
る
。

(

指
定
等
の
告
示)

第
四
条

条
例
第
三
条
第
三
項(

条
例
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
第
四
条

第
四
項(

条
例
第
七
条
の
七
第
五
項
及
び
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
第

七
条
の
六
第
三
項(

条
例
第
七
条
の
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

及
び
第
八
条

第
三
項(

条
例
第
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
告
示
は
、
文

化
財
の
指
定
番
号
、
種
別
、
種
目
、
名
称
、
員
数
、
内
容
及
び
所
在
地
並
び
に
文
化
財
の
所
有
者
の

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

条
例
第
七
条
第
三
項(

条
例
第
七
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

及
び
第

七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
は
文
化
財
の
指
定
番
号
、
種
別
、
種
目
、
名
称
及
び
内
容
並

び
に
保
持
者
又
は
保
持
団
体
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
に
つ
い
て
、
条
例

第
七
条
の
六
第
六
項(

条
例
第
七
条
の
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

及
び
第
七

条
の
七
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
は
文
化
財
の
指
定
番
号
、
種
別
、
種
目
、
名
称
及
び
内
容
並
び

に
技
芸
者
の
氏
名
又
は
技
芸
団
体
の
名
称
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

(

指
定
書
等)

第
五
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
指
定
書
及
び
認
定
書
の
様
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

一

条
例
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
県
重
要
文
化
財
の
所
有
者
に
交
付
す
る
指
定
書

別
記
第

七
号
様
式

二

条
例
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
県
重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
に
交
付
す

る
認
定
書

別
記
第
八
号
様
式

三

条
例
第
七
条
の
六
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
県
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
所
有
者
に
交
付
す
る
指

定
書

別
記
第
九
号
様
式

２

条
例
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
県
記
念
物
の
所
有
者
及
び
権
原
に
基
づ
く
占
有
者
に
対
す
る

通
知
は
、
別
記
第
十
号
様
式
に
よ
る
。

(
再
交
付)

第
六
条

前
条
に
規
定
す
る
指
定
書
、
認
定
書
若
し
く
は
通
知
書
が
滅
失
し
、
若
し
く
は
破
損
し
、
又

は
こ
れ
ら
を
亡
失
し
、
若
し
く
は
盗
み
取
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
再
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
別
記
第
十
一
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

(

指
定
管
理
者
の
告
示)
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第
七
条

条
例
第
四
条
の
四
第
三
項(

条
例
第
四
条
の
六
第
二
項(

条
例
第
七
条
の
九
及
び
第
九
条
の

二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
第
七
条
の
九
及
び
第
九
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
告
示
は
、
指
定
管
理
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並

び
に
当
該
指
定
管
理
者
の
管
理
に
係
る
県
重
要
文
化
財
、
県
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
及
び
県
記
念
物

の
指
定
番
号
、
種
別
、
種
目
、
名
称
及
び
所
在
地
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

(

届
出
等)

第
八
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
の
様
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

条
例
第
六
条
第
一
項
第
一
号(

条
例
第
七
条
の
九
、
第
九
条
の
二
第
三
項
及
び
第
十
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
る
届
出

別
記
第
十
二
号
様
式

二

条
例
第
六
条
第
一
項
第
二
号(
条
例
第
七
条
の
九
、
第
九
条
の
二
第
三
項
及
び
第
十
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
届
出

別
記
第
十
三
号
様
式

三

条
例
第
六
条
第
一
項
第
三
号(

条
例
第
七
条
の
九
、
第
九
条
の
二
第
三
項
及
び
第
十
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
届
出

別
記
第
十
四
号
様
式

四

条
例
第
六
条
第
二
項(

条
例
第
七
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

又
は
第
十
条

の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

別
記
第
十
五
号
様
式

五

条
例
第
六
条
第
三
項(

条
例
第
七
条
の
九
及
び
第
九
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
届
出

別
記
第
十
六
号
様
式

六

条
例
第
六
条
第
四
項(

条
例
第
七
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ

る
届
出

別
記
第
十
七
号
様
式

七

条
例
第
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

別
記
第
十
八
号
様
式

八

条
例
第
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
保
持
者
又
は
保
持
団
体
の
氏
名
等
の
変
更
の
届
出

別
記
第

十
九
号
様
式

九

条
例
第
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
保
持
者
又
は
保
持
団
体
の
死
亡
等
の
届
出

別
記
第
二
十
号

様
式

十

条
例
第
七
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

別
記
第
二
十
一
号
様
式

十
一

条
例
第
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

別
記
第
二
十
二
号
様
式

十
二

条
例
第
十
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

別
記
第
二
十
三
号
様
式

２

条
例
第
六
条
第
六
項
又
は
第
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
者
は
、
当
該
届
出

に
係
る
修
理
又
は
復
旧
が
終
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
を
示
す
写
真
又
は
見
取
図
を
添
え
て
、
遅

滞
な
く
、
そ
の
旨
を
知
事
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

３

条
例
第
七
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
者
は
、
当
該
届
出
に
係
る
現
状
変
更
又

は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
が
終
了
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
知
事
に
報
告
す
る
も

の
と
す
る
。

(

届
出
を
要
し
な
い
場
合
等)

第
九
条

条
例
第
六
条
第
四
項
た
だ
し
書(

条
例
第
七
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
届
出
を
要
し
な
い
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

と
す
る
。

一

条
例
第
四
条
の
二(

条
例
第
四
条
の
三
第
三
項(

条
例
第
七
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。)

、
第
四
条
の
五
第
四
項(

条
例
第
七
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

及

び
第
七
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
指
示
を
受
け
て
行
う
管
理
又
は
修
理
の

た
め
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

二

条
例
第
五
条(

条
例
第
七
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
補
助

金
の
交
付
を
受
け
て
行
う
管
理
又
は
修
理
の
た
め
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

三

条
例
第
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項(

条
例
第
七
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
て
出
品
し
、
又
は
公
開
す
る
た
め
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
と
き
。

四

条
例
第
五
条
の
三
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
、
又
は
条
例
第
七
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
し
て
現
状
変
更
若
し
く
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
す
る
た
め
所
在
の
場
所
を
変
更

し
よ
う
と
す
る
と
き
。

五

条
例
第
六
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
行
う
修
理
の
た
め
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
と
き
。

六

条
例
第
六
条
第
四
項(

条
例
第
七
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

の
規
定
に
よ

る
届
出
を
し
て
、
又
は
前
各
号
に
規
定
す
る
理
由
に
よ
り
所
在
の
場
所
を
変
更
し
た
後
、
変
更
前

の
所
在
の
場
所
又
は
指
定
書
記
載
の
所
在
の
場
所
に
復
す
る
た
め
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
と
き
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
所
在
の
場
所
の
変
更
が
三
十
日
を
超
え
な
い
と

き
。

２

条
例
第
六
条
第
四
項
た
だ
し
書(

条
例
第
七
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

に
規

定
す
る
規
則
で
定
め
る
所
在
の
場
所
を
変
更
し
た
後
届
け
出
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
場
合
は
、
火

災
、
震
災
、
風
水
害
そ
の
他
の
災
害
に
際
し
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
そ
の
他
所
在

の
場
所
を
変
更
す
る
に
つ
い
て
緊
急
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
様
式
は
、
別
記
第
十
七
号
様
式
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。
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(
許
可
申
請
等)

第
十
条

条
例
第
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
現
状
変
更
又
は
保
存
に

影
響
を
及
ぼ
す
行
為(

以
下
こ
の
条
に
お
い
て｢

現
状
変
更
等｣

と
い
う
。)

の
許
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
は
、
別
記
第
二
十
四
号
様
式
に
よ
る
現
状
変
更
等
許
可
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

条
例
第
五
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

県
重
要
文
化
財
が
毀
損
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
価
値
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
当

該
県
重
要
文
化
財
を
そ
の
指
定
当
時
の
原
状(

指
定
後
に
お
い
て
県
重
要
文
化
財
の
現
状
変
更
等

の
許
可
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
現
状
変
更
等
の
後
の
原
状)

に
復
す
る
と
き
。

二

県
重
要
文
化
財
が
毀
損
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
毀
損
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
応
急

の
措
置
を
執
る
と
き
。

３

条
例
第
十
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

県
記
念
物
が
毀
損
し
、
又
は
衰
亡
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
価
値
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
な
く
当
該
県
記
念
物
を
そ
の
指
定
当
時
の
原
状(

指
定
後
に
お
い
て
現
状
変
更
等
の
許
可
を
受

け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
現
状
変
更
等
の
後
の
原
状)

に
復
す
る
と
き
。

二

県
記
念
物
が
毀
損
し
、
又
は
衰
亡
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
毀
損
又
は
衰
亡
の
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
応
急
の
措
置
を
執
る
と
き
。

三

県
記
念
物
の
一
部
が
毀
損
し
、
又
は
衰
亡
し
、
か
つ
、
当
該
部
分
の
復
旧
が
明
ら
か
に
不
可
能

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
当
該
部
分
を
除
去
す
る
と
き
。

４

条
例
第
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
十
条
の
二
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る

現
状
変
更
等
に
着
手
し
、
及
び
こ
れ
を
終
了
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
知
事
に
報
告
す

る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
終
了
の
報
告
に
は
、
そ
の
結
果
を
示
す
写
真
又
は
見
取
図

を
添
え
る
も
の
と
す
る
。

(

審
議
会)

第
十
一
条

条
例
第
十
一
条
の
岐
阜
県
文
化
財
保
護
審
議
会(

以
下｢

審
議
会｣

と
い
う
。)

の
庶
務

は
、
環
境
生
活
部
県
民
文
化
局
文
化
伝
承
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

２

条
例
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審
議

会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

(

台
帳)

第
十
二
条

知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
台
帳
を
備
え
る
も
の
と
す
る
。

一

県
重
要
文
化
財
台
帳(

別
記
第
二
十
五
号
様
式)

二

県
重
要
無
形
文
化
財
台
帳(

別
記
第
二
十
六
号
様
式)

三

県
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
台
帳(

別
記
第
二
十
七
号
様
式)

四

県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
台
帳(

別
記
第
二
十
八
号
様
式)

五

県
記
念
物
台
帳(

別
記
第
二
十
九
号
様
式)

(

書
類
の
提
出)

第
十
三
条

条
例
又
は
こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
す
る
書
類
の
提
出
は
、
市
町
村
教
育

委
員
会(

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律(

昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号)

第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
長
が
文
化
財

の
保
護
に
関
す
る
事
務
を
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市

町
村
の
長)

を
経
由
し
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

委
任)

第
十
四
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が

定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

( ) 平成31年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �５
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岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
四
十
一
号

岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則

(

総
則)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
岐
阜
県
立
学
校
以
外
の
教
育
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例(

昭
和
三
十
六
年

岐
阜
県
条
例
第
四
号)

第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー(

以
下｢

セ
ン

タ
ー｣

と
い
う
。)

の
管
理
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(

出
土
品
の
貸
出
し)

第
二
条

セ
ン
タ
ー
が
保
管
す
る
出
土
品
に
つ
い
て
、
展
示
等
を
目
的
に
貸
出
し
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
保
管
出
土
品
貸
出
許
可
申
請
書(

別
記
第
一
号
様
式)

を
知
事
に
提

出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
許
可
に
管
理
上
必
要
な
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
貸
出
し
を
許
可
し
た
と
き
は
、
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
保
管
出

土
品
貸
出
許
可
書(

別
記
第
二
号
様
式)

を
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

知
事
は
、
貸
出
し
の
許
可
を
受
け
た
者
が
虚
偽
の
申
請
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
と
き
、
又
は
許
可

の
条
件
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
そ
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

(

資
料
の
特
別
利
用)

第
三
条

学
術
上
の
調
査
研
究
等
の
た
め
セ
ン
タ
ー
が
保
管
す
る
出
土
品
そ
の
他
の
資
料
の
閲
覧
、
撮

影
、
模
写
、
複
製
等
の
行
為(

以
下｢

特
別
利
用｣

と
い
う
。)

を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
文
化
財

保
護
セ
ン
タ
ー
資
料
特
別
利
用
許
可
申
請
書(

別
記
第
三
号
様
式)

を
知
事
に
提
出
し
、
そ
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
利
用
を
許
可
し
た
と
き
は
、
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
資
料
特

別
利
用
許
可
書(

別
記
第
四
号
様
式)

を
申
請
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(

委
任)

第
四
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事

が
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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二
十
一

岐
阜
県
文
化
財
保
護

条
例(

昭
和
二
十
九
年
岐
阜

県
条
例
第
三
十
七
号)

及
び

同
条
例
の
施
行
の
た
め
の
規

則
に
基
づ
く
事
務

十
九
及
び
二
十

削
除

十
九
か
ら
二
十
一
ま
で

削
除

岐
阜
県
文
化
財
保
護
条

例
施
行
規
則(

平
成
三

十
一
年
岐
阜
県
規
則
第

四
十
号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て｢

規
則｣

と

い
う
。)

１

規
則
第
十
三
条
の

規
定
に
よ
り
書
類
を

経
由
す
る
こ
と
。

総
合
診
療
科
医
師
研

修
資
金

特
定
診
療
科
医
師
研

修
資
金 種

類

専
門
研
修
医
で
あ
っ
て
、
専
門
医
の
認
定
を
受
け
た
後
、
貸
付
け
を
受

け
よ
う
と
す
る
期
間
に
相
当
す
る
期
間
、
県
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、

総
合
診
療
科
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
意
思
の
あ
る
も
の

医
師
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号)

第
十
六
条
の
二
第
一
項

の
臨
床
研
修
の
修
了
後
に
、
国
内
で
専
門
医
研
修
を
受
け
て
い
る
医
師

(

以
下｢

専
門
研
修
医｣

と
い
う
。)

で
あ
っ
て
、
専
門
医
の
認
定
を
受

け
た
後
、
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
に
相
当
す
る
期
間
、
県
内

の
医
療
機
関
に
お
い
て
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
、
救
急
科
又
は
麻
酔
科

(

以
下｢

特
定
診
療
科｣

と
総
称
す
る
。)

に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
意

思
の
あ
る
も
の

貸

付

け

の

対

象

者

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
四
十
二
号

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
規
則(

平
成
十
二
年
岐
阜
県
規
則

第
四
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中｢

別
表
第
一｣

の
下
に｢

及
び
条
例
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
条
例
別
表
第
二｣

を
加
え
、｢

同
表｣

を｢

条
例
別
表
第
一
及
び
条
例
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
条
例
別
表
第
二｣

に
改
め
る
。

別
表
中

｢

を

｣

｢

に

｣

改
め
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
特
定
診
療
科
医
師
研
修
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
四
十
三
号

岐
阜
県
特
定
診
療
科
医
師
研
修
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
特
定
診
療
科
医
師
研
修
資
金
貸
付
規
則(

平
成
二
十
七
年
岐
阜
県
規
則
第
五
十
二
号)

の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

岐
阜
県
特
定
診
療
科
・
総
合
診
療
科
医
師
研
修
資
金
貸
付
規
則

第
一
条
中｢

不
足
し
て
い
る
診
療
科｣

の
下
に｢

及
び
県
内
の
へ
き
地
等
の
医
師
不
足
地
域
で
特
に

需
要
が
増
大
し
て
い
る
総
合
診
療
科｣

を
、｢

業
務(｣

の
下
に｢

医
師
と
し
て
行
う
も
の
に
限
る
。｣

を
加
え
る
。

第
二
条
第
一
項
中｢

医
師
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号)

第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
臨
床

研
修
の
修
了
後
に
、
国
内
で
専
門
医
研
修
を
受
け
て
い
る
医
師(

以
下｢

専
門
研
修
医｣

と
い
う
。)

で
あ
っ
て
、
専
門
医
の
認
定
を
受
け
た
後
、
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
に
相
当
す
る
期
間
、
県

内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
診
療
科(

以
下｢

特
定
診
療
科｣

と
い
う
。)

の
業
務
に
従

事
す
る
意
思
の
あ
る
も
の｣

を｢

次
の
表
の
と
お
り｣

に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
項
に
次
の
表

を
加
え
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中｢

前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
診
療
科｣

を｢

産
婦
人
科
及
び
総
合
診
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療
科｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

｢

前
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
診
療
科｣

を

｢

小
児
科
、
救
急
科
及
び
麻
酔
科｣

に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中｢

知
事
は
、｣

の
下
に｢

次
の
各
号
に
掲
げ
る
研
修
資
金
の｣

を
加
え
、｢

認
定

を
受
け
た
後｣
の
下
に｢(

自
治
医
科
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
総
合
診
療
科
医
師
研
修
資
金
の
貸
付

け
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
、
専
門
医
の
認
定
を
受
け
、
か
つ
、
学
校
法
人
自
治
医
科
大
学
が
定
め
る

医
学
部
の
学
生
に
対
す
る
修
学
資
金
の
貸
与
に
関
す
る
規
程
に
基
づ
き
、
修
学
資
金
の
返
還
債
務
が
免

除
さ
れ
る
公
立
病
院
等
で
の
勤
務
期
間
が
経
過
し
た
後)｣

を
加
え
、｢

知
事
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で

特
定
診
療
科
の
医
師
と
し
て
業
務
に
従
事
し
た｣

を｢

当
該
各
号
に
定
め
る
要
件
を
満
た
し
た｣

に
改

め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

特
定
診
療
科
医
師
研
修
資
金

知
事
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
特
定
診
療
科
に
係
る
業
務
に
従

事
し
た
と
き
。

二

総
合
診
療
科
医
師
研
修
資
金

岐
阜
医
療
圏(

医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

県
が
定
め
る
岐
阜
県
保
健
医
療
計
画
に
お
い
て
設
定
す
る
岐
阜
医
療
圏
を
い
う
。)

以
外
の
区
域

内
に
所
在
す
る
知
事
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
総
合
診
療
科
に
係
る
業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

第
十
三
条
第
二
項
中｢

特
定
診
療
科
の
医
師
と
し
て｣

を｢
特
定
診
療
科
又
は
総
合
診
療
科
に
係
る｣

に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
別
記
第
五
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
六
号
様
式
備
考
第
一
号
中｢岐

阜
県
特
定
診
療
科
医
師
研
修
資
金
貸
付
規
則
｣

を｢岐
阜
県

特
定
診
療
科
・
総
合
診
療
科
医
師
研
修
資
金
貸
付
規
則
｣
に
改
め
､
｢こ
と
｣

を
削
る
。

別
記
第
七
号
様
式
か
ら
第
十
四
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

( ) 平成31年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �53
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( ) 平成31年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �57
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附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
四
十
四
号

岐
阜
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
会
計
規
則(

昭
和
三
十
二
年
岐
阜
県
規
則
第
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
三
条
第
二
項
中｢

掲
げ
る｣

を｢

定
め
る｣
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

契
約
保
証
金

次
に
掲
げ
る
契
約
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

イ

工
事
そ
の
他
の
請
負
に
関
す
る
契
約

知
事
が
別
に
定
め
る
額

ロ

イ
に
掲
げ
る
契
約
以
外
の
契
約

契
約
金
額
が
五
百
万
円
未
満
の
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
額

の
百
分
の
十
以
上
、
契
約
金
額
が
五
百
万
円
以
上
の
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
額
の
百
分
の
五
以

上
百
分
の
十
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
収
支
等
命
令
者
が
定
め
る
額

別
表
二
中｢

女
性
の
活
躍
推
進
課｣

を｢

男
女
共
同
参
画
・
女
性
の
活
躍
推
進
課｣

に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

( ) 平成31年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �63
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サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課
に
お
い
て
取
り
扱
う
特
定
消
耗

品

(

識
別
カ
ー
ド
を
除
く
。)
の
出
納
、
保
管
及
び
記

録
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
会
計
職
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
四
十
五
号

岐
阜
県
会
計
職
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
会
計
職
員
に
関
す
る
規
則(

昭
和
三
十
九
年
岐
阜
県
規
則
第
三
十
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
の
表
農
政
部
農
業
経
営
課
の
部
農
業
経
営
課
高
山
市
駐
在
の
項
中｢

農
業
経
営
課
高

山
市
駐
在｣

を｢

農
業
経
営
課
恵
那
市
駐
在｣

に
改
め
、
同
部
農
業
経
営
課
美
濃
加
茂
市
駐
在
の
項
を

削
り
、
同
表
警
察
本
部
総
務
室
会
計
課
の
部
生
活
環
境
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

｢

｢

別
表
第
一
中

を

｣

に
改
め
、
同
表
行
政
管
理
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

( ) 平成31年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �65 ��������������
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公
共
建
築
課

家
畜
防
疫
対
策
課

海
外
戦
略
推
進
課

関
ケ
原
古
戦
場
整
備
推
進
課

地
域
福
祉
課

消
防
課

外
国
人
活
躍
・
共
生
社
会
推
進
課

県
庁
舎
建
設
課

管
財
課

入
札
執
行
管
理
監

家
畜
防
疫
企
画
監

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
監

施
設
整
備
企
画
監

福
祉
人
材
対
策
監

救
急
支
援
監

多
文
化
共
生
推
進
監

県
庁
舎
開
設
調
整
監

財
産
活
用
企
画
監

食
品
科
学
研
究
所

教
育
管
理
課

管
理
調
整
係
に
属
す
る
上
席
の
職
員

管
理
指
導
監

｣別
表
第
一
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
一
防
災
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
医
療
福
祉
連
携
推
進
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
一
女
性
の
活
躍
推
進
課
の
項
中｢

女
性
の
活
躍
推
進
課｣

を｢

男
女
共
同
参
画
・
女
性
の
活

躍
推
進
課｣

に
改
め
、
同
表
子
ど
も
家
庭
課
の
項
を
削
り
、
同
表
産
業
人
材
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

別
表
第
一
建
築
指
導
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
一
出
納
事
務
局
出
納
管
理
課
の
項
中｢

及
び
審
査
係｣

を｢

、
審
査
第
一
係
に
属
す
る
上
席

の
職
員
及
び
審
査
第
二
係｣

に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
保
健
所(

恵
那
保
健
所
を
除
く
。)

の
項
中｢(

恵
那
保
健
所
を
除
く
。)｣

を
削
り
、
同
表

恵
那
保
健
所
の
項
を
削
り
、
同
表
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
東
海
環
状
自
動
車
道
事
務
所
の
項
中｢

管
理
用
地
係
に
属
す
る
上
席
の
職
員｣

を｢

総
務

課
長｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

岐
阜
県
告
示
第
二
百
三
十
二
号

岐
阜
県
文
化
財
保
護
条
例(

昭
和
二
十
九
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
七
号)

に
基
づ
く
岐
阜
県
重
要
文

化
財
等
の
指
定
基
準
、
岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
等
の
認
定
基
準
及
び
記
録
作
成
等
の
措
置

を
講
ず
べ
き
無
形
文
化
財
等
の
基
準
を
、
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

岐
阜
県
重
要
文
化
財
指
定
基
準

１

絵
画
、
彫
刻
の
部

一�
各
時
代
の
遺
品
の
う
ち
製
作
優
秀
で
県
の
文
化
史
上
貴
重
な
も
の

二�
県
の
絵
画
・
彫
刻
史
上
特
に
意
義
の
あ
る
資
料
と
な
る
も
の

三�
題
材
、
品
質
、
形
状
又
は
技
法
等
の
点
で
顕
著
な
特
異
性
を
示
す
も
の

四�
特
殊
な
作
者
、
流
派
又
は
地
方
様
式
等
を
代
表
す
る
顕
著
な
も
の

五�
渡
来
品
で
県
の
文
化
に
と
っ
て
特
に
意
義
の
あ
る
も
の
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２

工
芸
品
の
部

一�
各
時
代
の
遺
品
の
う
ち
製
作
が
特
に
優
秀
な
も
の

二�
県
の
工
芸
史
上
又
は
文
化
史
上
特
に
貴
重
な
も
の

三�
形
態
、
品
質
、
技
法
又
は
用
途
等
が
特
異
で
県
に
と
っ
て
意
義
の
深
い
も
の

四�
渡
来
品
で
県
の
工
芸
史
上
に
意
義
深
く
、
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の

３

書
跡
、
典
籍
の
部

一�
書
跡
類
は
、
宸
翰
し
ん
か
ん

、
和
漢
名
家
筆
跡
、
古
筆
、
墨
跡
、
法
帖
じ
ょ
う
等
で
、
県
の
書
道
史
上
の
代
表

と
認
め
ら
れ
る
も
の
又
は
県
の
文
化
史
上
貴
重
な
も
の

二�
典
籍
類
の
う
ち
写
本
類
は
、
和
書
、
漢
籍
、
仏
典
及
び
洋
書
の
原
本
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
写

本
で
県
の
文
化
史
上
貴
重
な
も
の

三�
典
籍
類
の
う
ち
版
本
類
は
、
印
刷
史
上
の
代
表
で
県
の
文
化
史
上
貴
重
な
も
の

四�
書
跡
類
、
典
籍
類
で
歴
史
的
又
は
系
統
的
に
ま
と
ま
っ
て
伝
存
し
、
県
に
と
っ
て
学
術
的
価

値
の
高
い
も
の

五�
渡
来
品
で
県
の
文
化
に
と
っ
て
特
に
意
義
の
あ
る
も
の

４

古
文
書
の
部

一�
古
文
書
類
は
、
県
の
歴
史
上
重
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

二�
日
記
、
記
録
類(

絵
画
、
系
図
類
を
含
む
。)

は
、
そ
の
原
本
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
写
本
で

県
の
文
化
史
上
貴
重
な
も
の

三�
木
簡
、
印
章
、
金
石
文
等
は
、
記
録
性
が
高
く
、
県
に
と
っ
て
学
術
上
重
要
と
認
め
ら
れ
る

も
の

四�
古
文
書
類
、
日
記
、
記
録
類
等
で
歴
史
的
又
は
系
統
的
に
ま
と
ま
っ
て
伝
存
し
、
県
に
と
っ

て
学
術
的
価
値
の
高
い
も
の

五�
渡
来
品
で
県
の
歴
史
上
特
に
意
義
の
あ
る
も
の

５

考
古
資
料
の
部

一�
土
器
、
石
器
、
木
器
、
骨
角
牙
器
、
玉
そ
の
他
縄
文
時
代
及
び
そ
れ
以
前
の
遺
物
で
県
に
と
っ

て
学
術
的
価
値
の
特
に
高
い
も
の

二�
銅
鐸た
く

、
銅
剣
、
銅
鉾ほ
こ

そ
の
他
弥
生
時
代
の
遺
物
で
県
に
と
っ
て
学
術
的
価
値
の
特
に
高
い
も

の
三�
古
墳
の
出
土
品
そ
の
他
古
墳
時
代
の
遺
物
で
県
に
と
っ
て
学
術
的
価
値
の
特
に
高
い
も
の

四�
宮
殿
・
官
衙が

・
寺
院
跡
、
墓
、
経
塚
等
の
出
土
品
そ
の
他
飛
鳥
・
奈
良
時
代
以
後
の
遺
物
で

県
に
と
っ
て
学
術
的
価
値
の
特
に
高
い
も
の

五�
渡
来
品
で
県
の
歴
史
上
意
義
が
深
く
、
か
つ
、
学
術
的
価
値
の
特
に
高
い
も
の

６

歴
史
資
料
の
部

一�
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
等
県
の
歴
史
上
の
各
分
野
に
お
け
る
重
要
な
事
象
に
関
す
る
遺

品
の
う
ち
学
術
的
価
値
の
特
に
高
い
も
の

二�
県
の
歴
史
上
重
要
な
人
物
に
関
す
る
遺
品
の
う
ち
学
術
的
価
値
の
特
に
高
い
も
の

三�
県
の
歴
史
上
重
要
な
事
象
又
は
人
物
に
関
す
る
遺
品
で
歴
史
的
又
は
系
統
的
に
ま
と
ま
っ
て

伝
存
し
、
学
術
的
価
値
の
高
い
も
の

四�
渡
来
品
で
県
の
歴
史
上
意
義
が
深
く
、
か
つ
、
学
術
的
価
値
の
特
に
高
い
も
の

７

建
造
物
の
部

建
築
物
、
土
木
構
造
物
及
び
そ
の
他
の
工
作
物
の
う
ち
県
に
と
っ
て
意
匠
的
に
優
秀
な
も
の
、

技
術
的
に
優
秀
な
も
の
、
歴
史
的
価
値
の
高
い
も
の
、
学
術
的
価
値
の
高
い
も
の
又
は
流
派
的
若

し
く
は
地
方
的
特
色
に
お
い
て
顕
著
な
も
の
で
、
か
つ
、
各
時
代
又
は
類
型
の
典
型
と
な
る
も
の

二

岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
財
指
定
基
準

１

芸
能
関
係

一�
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
そ
の
他
の
芸
能
の
う
ち
、
県
に
と
っ
て
歴
史
上
芸
術
上
価
値
の
高
い
も

の
二�
前
号
の
芸
能
の
成
立
、
構
成
上
重
要
な
要
素
を
な
す
技
法
で
特
に
優
秀
な
も
の

三�
前
二
号
の
芸
能
又
は
技
法
を
成
立
さ
せ
る
上
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
技
能
又
は
技

術
の
う
ち
、
当
該
芸
能
若
し
く
は
技
法
の
表
現
に
伴
う
技
能
で
優
秀
な
も
の
又
は
当
該
芸
能
若

し
く
は
技
法
の
表
現
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
用
具
等
の
製
作
、
修
理
等
の
技
術
で
優
秀
な
も

の
は
、
当
該
芸
能
若
し
く
は
技
法
の
一
部
と
し
て
、
又
は
こ
れ
ら
と
と
も
に
指
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２

工
芸
技
術
関
係

一�
陶
芸
、
染
織
、
漆し
つ

芸
、
金
工
そ
の
他
の
工
芸
技
術
の
う
ち
、
県
に
と
っ
て
歴
史
上
芸
術
上
価

値
の
あ
る
も
の

二�
有
形
文
化
財
の
修
理
、
模
写
、
模
造
等
の
技
術
又
は
規
矩く

術
等
の
建
築
術
そ
の
他
美
術
に
関

す
る
技
術
で
特
に
優
秀
な
も
の

三

岐
阜
県
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
指
定
基
準

１

次
に
掲
げ
る
有
形
の
民
俗
文
化
財
の
う
ち
そ
の
形
様
、
製
作
技
法
、
用
法
等
に
お
い
て
県
民
の

基
盤
的
な
生
活
文
化
の
特
色
を
示
す
も
の
で
典
型
的
な
も
の

一�
衣
食
住
に
用
い
ら
れ
る
も
の

( ) 平成31年４月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �67



衣
服
、
装
身
具
、
飲
食
用
具
、
光
熱
用
具
、
家
事
調
度
、
住
居
等

二�
生
産
、
生
業
に
用
い
ら
れ
る
も
の

農
具
、
漁
猟
具
、
工
匠
用
具
、
紡
織
用
具
、
作
業
場
等

三�
交
通
、
運
輸
、
通
信
に
用
い
ら
れ
る
も
の

運
搬
具
、
舟
車
、
飛
脚
用
具
、
関
所
等

四�
交
易
に
用
い
ら
れ
る
も
の

計
算
具
、
計
量
具
、
看
板
、
鑑
札
、
店
舗
等

五�
社
会
生
活
に
用
い
ら
れ
る
も
の

贈
答
用
具
、
警
防
用
具
、
刑
罰
用
具
、
若
者
宿
等

六�
信
仰
に
用
い
ら
れ
る
も
の

祭
祀
具
、
奉
納
物
、
法
会
具
、
偶
像
類
、
呪
術
用
具
、
社
祠し

等

七�
民
俗
知
識
に
関
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の

暦
類
、
卜ぼ

く

占
用
具
、
医
療
具
、
教
育
施
設
等

八�
民
俗
芸
能
、
娯
楽
、
遊
戯
に
用
い
ら
れ
る
も
の

衣
裳
、
道
具
、
楽
器
、
面
、
人
形
、
玩
具
、
舞
台
等

九�
人
の
一
生
に
関
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の

産
育
用
具
、
冠
婚
葬
祭
用
具
、
産う

ぶ

屋
等

十�
年
中
行
事
に
用
い
ら
れ
る
も
の

正
月
用
具
、
節
供
用
具
、
盆
用
具
等

２

有
形
の
民
俗
文
化
財
の
収
集
で
そ
の
目
的
、
内
容
等
が
、
歴
史
的
変
遷
を
示
す
も
の
、
時
代
的

特
色
を
示
す
も
の
、
地
域
的
特
色
を
示
す
も
の
、
技
術
的
特
色
を
示
す
も
の
、
生
活
様
式
の
特
色

を
示
す
も
の
又
は
職
能
の
様
相
を
示
す
も
の
の
う
ち
県
民
の
生
活
の
推
移
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の

３

我
が
国
民
以
外
の
人
々
に
係
る
有
形
の
民
俗
文
化
財
又
は
そ
の
収
集
で
県
民
の
生
活
文
化
と
の

関
連
上
特
に
重
要
な
も
の

四

岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
基
準

１

次
に
掲
げ
る
風
俗
慣
習
の
う
ち
県
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
も
の

一�
由
来
、
内
容
等
に
お
い
て
県
民
の
基
盤
的
な
生
活
文
化
の
特
色
を
示
す
も
の
で
典
型
的
な
も

の
二�
年
中
行
事
、
祭
礼
、
法
会
等
の
中
で
行
わ
れ
る
行
事
で
芸
能
の
基
盤
を
示
す
も
の

２

次
に
掲
げ
る
民
俗
芸
能
の
う
ち
県
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
も
の

一�
芸
能
の
発
生
又
は
成
立
を
示
す
も
の

二�
芸
能
の
変
遷
の
過
程
を
示
す
も
の

三�
地
域
的
特
色
を
示
す
も
の

３

次
に
掲
げ
る
民
俗
技
術
の
う
ち
県
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
も
の

一�
技
術
の
発
生
又
は
成
立
を
示
す
も
の

二�
技
術
の
変
遷
の
過
程
を
示
す
も
の

三�
地
域
的
特
色
を
示
す
も
の

五

岐
阜
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
指
定
基
準

１

史
跡

一�
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
県
に
と
っ
て
歴
史
上
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の

�
貝
塚
、
集
落
跡
、
古
墳
そ
の
他
こ
の
類
の
遺
跡

�
国
郡
庁
跡
、
城
跡
、
官
公
庁
、
戦
跡
そ
の
他
政
治
に
関
す
る
遺
跡

�
社
寺
の
跡
又
は
旧
境
内
そ
の
他
祭
祀
信
仰
に
関
す
る
遺
跡

�
学
校
、
研
究
施
設
、
文
化
施
設
そ
の
他
教
育
・
学
術
・
文
化
に
関
す
る
遺
跡

�
医
療
・
福
祉
施
設
、
生
活
関
連
施
設
そ
の
他
社
会
・
生
活
に
関
す
る
遺
跡

�
交
通
・
通
信
施
設
、
治
山
・
治
水
施
設
そ
の
他
経
済
・
生
産
活
動
に
関
す
る
遺
跡

�
墳
墓
及
び
碑

�
旧
宅
、
園
地
そ
の
他
特
に
由
緒
の
あ
る
地
域
の
類

�
そ
の
他
の
重
要
な
遺
跡

２

名
勝

一�
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
県
に
と
っ
て
芸
術
上
観
賞
上
価
値
の
高
い
も
の

�
庭
園

�
花
樹
、
花
草
、
紅
葉
、
緑
樹
な
ど
の
叢そ

う

生
す
る
場
所

�
鳥
獣
、
魚
虫
な
ど
の
生
息
す
る
場
所

�
岩
石
、
洞
穴

�
峡
谷
、
瀑ば

く

布
、
渓
流
、
深
淵

�
湖
沼
、
湿
原
、
浮
島
、
湧
泉

�
火
山
、
温
泉

�
山
岳
、
丘
陵
、
高
原
、
平
原
、
河
川

�
展
望
地
点

３

天
然
記
念
物
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一�
次
に
掲
げ
る
動
物
、
植
物
及
び
鉱
物
の
う
ち
、
県
に
と
っ
て
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
で
自

然
を
記
念
す
る
も
の

�
動
物

イ

著
名
な
動
物
及
び
生
息
地

ロ

自
然
環
境
に
お
け
る
動
物
又
は
動
物
群
集

ハ

畜
養
動
物

ニ

家
畜
以
外
の
動
物
で
海
外
よ
り
移
殖
さ
れ
現
時
野
生
の
状
態
に
あ
る
著
名
な
も
の
及
び

そ
の
生
息
地

ホ

動
物
標
本

�
植
物

イ

名
木
、
巨
樹
、
老
樹
、
畸き

形
木
、
栽
培
植
物
の
原
木
、
並
木
、
社
叢

ロ

原
始
林
、
稀
有
の
森
林
植
物
相

ハ

高
山
植
物
帯
、
特
殊
岩
石
地
植
物
群
落

ニ

原
野
植
物
群
落

ホ

泥
炭
形
成
植
物
の
発
生
す
る
地
域

ヘ

洞
穴
に
自
生
す
る
樹
物
群
落

ト

地
泉
、
温
泉
、
湖
沼
、
河
等
の
珍
奇
な
水
草
類
、
藻も

類
、
蘚
苔
せ
ん
た
い

類
、
微
生
物
等
の
生
ず

る
地
域

チ

着
生
草
木
の
著
し
く
発
生
す
る
岩
石
又
は
樹
木

�
地
質
鉱
物

イ

岩
石
、
鉱
物
及
び
化
石
産
出
状
態

ロ

地
層
の
整
合
及
び
不
整
合

ハ

地
層
の
褶
曲

し
ゅ
う
き
ょ
く及
び
衝
上

ニ

生
物
の
働
き
に
よ
る
地
質
現
象

ホ

地
震
断
層
な
ど
地
塊
運
動
に
関
す
る
現
象

ヘ

洞
穴

ト

岩
石
の
組
織

チ

温
泉
及
び
そ
の
沈
澱
物

リ

風
化
及
び
侵
蝕
に
関
す
る
現
象

ヌ

硫
気
孔
及
び
火
山
活
動
に
よ
る
も
の

ル

氷
雪
霜
の
営
力
に
よ
る
現
象

ヲ

岩
石
、
鉱
物
及
び
化
石
の
標
本

六

岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
の
認
定
基
準

１

芸
能
関
係

一�
保
持
者

�
岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
芸
能
又
は
芸
能
の
技
法(

以
下
単
に｢

芸
能
又

は
技
法｣

と
い
う
。)

を
高
度
に
体
現
で
き
る
者

�
芸
能
又
は
技
法
を
正
し
く
体
得
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
精
通
し
て
い
る
者

�
二
人
以
上
の
者
が
一
体
と
な
っ
て
芸
能
又
は
技
法
を
高
度
に
体
現
し
て
い
る
場
合
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
者
が
構
成
し
て
い
る
団
体
の
構
成
員

二�
保
持
団
体

芸
能
又
は
技
法
の
性
格
上
個
人
的
特
色
が
薄
く
、
か
つ
、
当
該
芸
能
又
は
技
法
を
保
持
す
る

者
が
多
数
い
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
主
た
る
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
団
体

２

工
芸
技
術
関
係

一�
保
持
者

�
岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
工
芸
技
術(

以
下
単
に｢

工
芸
技
術｣

と
い
う
。)

を
高
度
に
体
得
し
て
い
る
者

�
工
芸
技
術
を
正
し
く
体
得
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
精
通
し
て
い
る
者

�
二
人
以
上
の
者
が
共
通
の
特
色
を
有
す
る
工
芸
技
術
を
高
度
に
体
得
し
て
い
る
場
合
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
構
成
し
て
い
る
団
体
の
構
成
員

二�
保
持
団
体

工
芸
技
術
の
性
格
上
個
人
的
特
色
が
薄
く
、
か
つ
、
当
該
工
芸
技
術
を
保
持
す
る
者
が
多
数

い
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
主
た
る
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
団
体

七

記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
文
化
財
の
基
準

１

芸
能
関
係

音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
そ
の
他
の
芸
能
及
び
こ
れ
ら
の
芸
能
の
成
立
、
構
成
上
重
要
な
要
素
を
な

す
技
法
並
び
に
こ
れ
ら
の
芸
能
又
は
そ
の
技
法
を
成
立
さ
せ
る
上
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
技
能

又
は
技
術
の
う
ち
県
の
芸
能
の
変
遷
の
過
程
を
知
る
上
に
貴
重
な
も
の

２

工
芸
技
術
関
係

陶
芸
、
染
織
、
漆
芸
、
金
工
そ
の
他
の
工
芸
技
術
及
び
有
形
文
化
財
の
修
理
、
模
写
、
模
造
等

の
技
術
、
規
矩
術
等
の
建
築
術
そ
の
他
美
術
に
関
す
る
技
術
の
う
ち
県
の
工
芸
技
術
又
は
美
術
に

関
す
る
技
術
の
変
遷
の
過
程
を
知
る
上
に
貴
重
な
も
の
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八

記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
基
準

１

次
に
掲
げ
る
風
俗
慣
習
の
う
ち
県
に
と
っ
て
重
要
な
も
の

一�
由
来
、
内
容
等
に
お
い
て
県
民
の
基
盤
的
な
生
活
文
化
の
特
色
を
示
す
も
の
で
典
型
的
な
も

の
二�
年
中
行
事
、
祭
礼
、
法
会
等
の
中
で
行
わ
れ
る
行
事
で
芸
能
の
基
盤
を
示
す
も
の

２

次
に
掲
げ
る
民
俗
芸
能
の
う
ち
県
に
と
っ
て
重
要
な
も
の

一�
芸
能
の
発
生
又
は
成
立
を
示
す
も
の

二�
芸
能
の
変
遷
の
過
程
を
示
す
も
の

三�
地
域
的
特
色
を
示
す
も
の

３

次
に
掲
げ
る
民
俗
技
術
の
う
ち
県
に
と
っ
て
重
要
な
も
の

一�
技
術
の
発
生
又
は
成
立
を
示
す
も
の

二�
技
術
の
変
遷
の
過
程
を
示
す
も
の

三�
地
域
的
特
色
を
示
す
も
の

４

そ
の
他
の
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
う
ち
岐
阜
県
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
特
質
を
理
解
す
る
た

め
特
に
必
要
な
も
の

５

我
が
国
民
以
外
の
人
々
に
係
る
無
形
の
民
俗
文
化
財
で
県
民
の
生
活
文
化
と
の
関
連
上
特
に
重

要
な
も
の
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